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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電気端子と、第１絶縁部とを有する第１エンドキャップと、
　一つの接地端子と、第２絶縁部と、を有する第２エンドキャップと、を備え、
　前記電気端子は、インサート成形により前記第１絶縁部に組み込まれ、
　前記電気端子のそれぞれの一端は、前記第１絶縁部の外側から突き出ており、
　前記一つの接地端子は、インサート成形により前記第２絶縁部に組み込まれ、
　前記一つの接地端子の一端は、前記第２絶縁部の外側から突き出ている、ことを特徴と
する灯管組立体。
【請求項２】
　請求項１に記載の灯管組立体であって、
　前記第１絶縁部内に配置された基板接続部を更に備え、
　前記基板接続部は、一対のソケットと、一対の金属バネとを有し、
　　それぞれの前記金属バネは対応する前記ソケット内に配置され、
　　それぞれの電気端子の他端は対応する前記金属バネに挟まれている、ことを特徴とす
る灯管組立体。
【請求項３】
　請求項２に記載の灯管組立体であって、
　前記基板接続部に配置されたサージバリスタを更に備え、
　前記サージバリスタは、前記一対のソケットの間に電気的に接続されている、ことを特
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徴とする灯管組立体。
【請求項４】
　請求項２乃至３のいずれか一項に記載の灯管組立体であって、
　前記接地端子の他端は円筒穴構造を有している、ことを特徴とする灯管組立体。
【請求項５】
　請求項４に記載の灯管組立体であって、
　一対の端子接続部と、ワイヤと、を更に備え、
　前記ワイヤは、前記端子接続部の間を電気的に接続し、
　前記端子接続部は、第１端子接続部を有し、
　　前記第１端子接続部は、前記接地端子の他端に接続され、
　　前記組立体は、前記第１端子接続部を貫通するネジを有し、
　前記ネジは、前記接地端子の前記円筒穴構造にねじ込まれる、ことを特徴とする灯管組
立体。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の灯管組立体であって、
　前記各々の電気端子は、凹型の部分を有し、
　前記第１絶縁部は、前記凹型の部分の形状に対応する第１成形部及び第２成形部を有し
、
　前記凹型の部分は第１成形部及び第２成形部に嵌め込まれ、接続部において、嵌合され
る凹型の構造又は非直線的な嵌合構造を形成する、ことを特徴とする灯管組立体。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の灯管組立体であって、
　前記接地端子は、歯車形状を有する非円筒部を有し、
　第２絶縁部は、前記非円筒部の前記歯車形状に対応する成形部を有し、
　前記非円筒部及び前記成形部は互いに接続され、接続部において、嵌合された歯車構造
又は非円筒の嵌合構造を形成する、ことを特徴とする灯管組立体。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項に記載の灯管組立体と、
　両端において灯管組立体を固定するためのヒートシンクであるヒートシンク保持部と、
　前記ヒートシンク保持部の上面に配置された発光素子アレイと、
　前記ヒートシンク保持部に底部が固定されたランプカバーと、を備える灯管構造。
【請求項９】
　請求項８に記載の灯管構造であって、
　前記ヒートシンク保持部に配置された他のサージバリスタを更に有し、
　前記サージバリスタは、前記一対の電気端子をそれぞれ電気的に接続するために、前記
ヒートシンク保持部及び一対のソケットの間で電気的に接続される、ことを特徴とする灯
管構造。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般的に灯管構造に関し、より詳しくは、灯管構造及びその組立体に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　現代の社会では、発光ダイオード（ＬＥＤ）はとても一般的であり便利である。バック
ライトモジュール、ヘッドライト及び指示灯等ＬＥＤは多くの適用されている。ＬＥＤは
より低い駆動電圧と長い寿命を有しているため、ＬＥＤは従来の蛍光灯管より低い電力を
消費する。したがって、従来型の蛍光灯管は、次第にＬＥＤ管に置き換えられている。
【０００３】
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　しかしながら、ＬＥＤ管を組立てる際にＬＥＤ管に問題が生じている。一般的に、ＬＥ
Ｄ管は、２つのエンドキャップを有し、それぞれのエンドキャップは、２つの分離可能な
独立した部品を有し、その独立した部品は、組立て工程をより複雑にし、組立てのコスト
を増加させている。加えて、２つの部品を有するエンドキャップは、衝撃から電気的端子
を守るための十分な強度がない。結果として、ＬＥＤ管の信頼性は低下する。
【０００４】
　発明の名称を「ＬＥＤ灯管」とする米国特許公開番号２００７００７０６３１は、従来
のランプ支持器に接続可能なＬＥＤ灯管であって、回路基板と、その回路基板に組み込ま
れたＬＥＤ（発光ダイオード）の複数アレイと、回路基板とＬＥＤを収容する管状外郭と
、必要な作動電圧を得るために、従来のランプ支持器のそれぞれの接続穴に回路基板を接
続し、回路基板の２つの端で管状外郭の外に延びる２つの電気コネクタとを有するＬＥＤ
灯管を開示している。
【０００５】
　発明の名称を「ＬＥＤ灯管のエンドキャップ構造」とする米国特許公開番号２０１００
３０４０７９は、ＬＥＤ灯管のための管の一端を蓋するためのエンドキャップと、そのエ
ンドキャップの内側に固定的に実装された位置決め板と、その位置決め板に固定的に接続
され、エンドキャップのそれぞれの貫通穴を通してエンドキャップからそれぞれ外側に延
びる２つの金属接触部と、金属接触部のそれぞれに取り付けられ、貫通穴と金属接触部の
間のギャップをシールするためにエンドキャップの貫通穴に設置される２つのガスケット
と、エンドキャップに圧入され、位置決め板に当たって止められる挿入体と、挿入体と位
置決め板との間のエンドキャップ内に設置されるクッションパッドと、挿入体、クッショ
ンパッド、位置決め板及びエンドキャップを共に固定するために、挿入体、クッションパ
ッド及び位置決め板を通してエンドキャップの中に差し込むセルフタッピングネジと、を
有するエンドキャップ実装構造が開示されいている。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示は、灯管構造及びその組立体について示し、そのエンドキャップは、衝撃に耐え
る十分な強さを有している。
【０００７】
　本開示は、電極間のサージを吸収するためのサージバリスタを有する灯管組立体を示し
ている。
【０００８】
　本開示の一の側面によれば、灯管組立体は、第１エンドキャップと第２エンドキャップ
とを含んでいる。第１エンドキャップは、一対の電気端子と第１絶縁部とを含んでいる。
電気端子は、インサート成形により第１絶縁部に組み込まれる。各々の電気端子の一端は
、第１絶縁部から外側に突き出ている。第２エンドキャップは、接地端子と第２絶縁部と
を含んでいる。接地端子は、インサート成形により第２絶縁部に組み込まれる。接地端子
の一端は第２絶縁部の外側から突き出ている。
【０００９】
　本開示の他の側面によれば、灯管組立体は、第１エンドキャップと第２エンドキャップ
とを含んでいる。第１エンドキャップは、一対の電気端子と第１絶縁部とを含んでいる。
電気端子は、インサート成形により第１絶縁部に組み込まれる。各々の電気端子の一端は
、第１絶縁部から外側に突き出ている。第２エンドキャップは、接地端子と第２絶縁部と
を含んでいる。接地端子は、インサート成形により第２絶縁部に組み込まれる。接地端子
の一端は、第２絶縁部の外側から突き出ており、接地端子の他端は、円筒穴構造を有して
いる。
【００１０】
　本開示の更に他の側面によれば、灯管構造は、第１エンドキャップと、第２エンドキャ
ップと、ヒートシンク保持部と、発光素子アレイと、ランプカバーとを含んでいる。第１
エンドキャップは、一対の電気端子と第１絶縁部とを含んでいる。電気端子は、インサー
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ト成形により第１絶縁部に組み込まれる。各々の電気端子の一端は、第１絶縁部から外側
から突き出ている。第２エンドキャップは、接地端子と第２絶縁部を含んでいる。接地端
子は、インサート成形により第２絶縁部に組み込まれる。接地端子の一端は第２絶縁部の
外側から突き出ている。発光素子アレイは、ヒートシンク保持部の上面に配置されている
。ランプカバーの底部は、ヒートシンク保持部に固定されている。
【００１１】
　本開示の更に他の側面によれば、灯管構造は、第１エンドキャップと、第２エンドキャ
ップと、ヒートシンク保持部と、発光素子アレイと、ランプカバーとを含んでいる。第１
エンドキャップは、一対の電気端子と第１絶縁部とを含んでいる。電気端子は、インサー
ト成形により第１絶縁部に組み込まれる。各々の電気端子の一端は、第１絶縁部の外側か
ら突き出ている。第２エンドキャップは、接地端子と第２絶縁部とを含む。接地端子は、
インサート成形により第２絶縁部に組み込まれる。接地端子の一端は、第２絶縁部の外側
から突き出ており、接地端子の他端は、円筒穴構造を有している。発光素子アレイは、ヒ
ートシンク保持部の上面に配置されている。ランプカバーの底部は、ヒートシンク保持部
に固定されている。
【００１２】
　本開示の更に他の側面によれば、サージからの保護のための灯管構造は、第１エンドキ
ャップと、サージバリスタとを含んでいる。第１エンドキャップは、一対の電気端子と第
１絶縁部とを含んでいる。電気端子は、インサート成形により第１絶縁部に組み込まれる
。各々の電気端子の一端は、第１絶縁部の外側から突き出ている。サージバリスタは、第
１エンドキャップ内に配置される。サージバリスタは電気的に一対の電気端子の間を接続
している。
【００１３】
　上述の開示及び開示の他の側面は、以下の限定されない形態の詳細な説明において、よ
りよく理解されるであろう。以下の説明は、添付の図面を参照してなされる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】一実施形態に係る灯管構造及びその組立体の分解図である
【図２Ａ】図１の灯管構造の部品を示す図である。
【図２Ｂ】図１の灯管構造の部品を示す図である。
【図３Ａ】第１エンドキャップの外形を示す図である。
【図３Ｂ】第１エンドキャップの断面を示す図である。
【図４Ａ】ある形態における灯管の第２エンドキャップの外形を示す図である。
【図４Ｂ】ある形態における灯管の第２エンドキャップの局所断面を示す図である。
【図５Ａ】ある形態における第２エンドキャップとその接地端子の図である。
【図５Ｂ】ある形態におけるヒートシンク保持部に組立てられた後の第２エンドキャップ
とその接地端子の図である。
【図５Ｃ】ある形態におけるヒートシンク保持部に組立てられた後の第２エンドキャップ
とその接地端子の断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示の形態に開示された灯管構造及びその組立体によれば、灯管の第１エンドキャッ
プは、結合強度を高めるためのインサート成形による一対の電気端子を備え、灯管の第２
エンドキャップは、結合強度を高めるためのインサート成形による一対の接地端子を備え
ている。結果として、衝撃が起こった時でも、電気端子又は接地端子はしっかりと保護さ
れ、破壊される可能性を減少させている。本開示の本形態では、電気端子には、灯管の発
光素子アレイを駆動するための入力電力、例えば直流電力、が供給され、接地端子は、灯
管がノイズに干渉されないように、灯管のヒートシンク保持部を介したノイズを排除する
ために組み込まれている。
【００１６】
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　本開示の典型的な形態の灯管構造は、ＧＸ１６灯管により例示されるが、本発明の保護
の範囲はこれに限られない。
【００１７】
　図１は、ある形態における灯管構造及びその組立体の分解図を示している。図２Ａ及び
２Ｂは、図１の灯管構造の部品を示している。
【００１８】
　図１及び図２Ａを参照すると、灯管構造１００は、第１エンドキャップ１１０と、第２
エンドキャップ１２０と、ヒートシンク保持部１３０と、発光素子アレイ１４０と、ラン
プカバー１５０とを含んでいる。第１エンドキャップ１１０は、一対の電気端子（端子１
１２ａ及び１１２ｂ）と第１絶縁部１１１とを含んでいる。電気端子１１２ａ及び１１２
ｂは、インサート成形により第１絶縁部１１１に組み込まれ、各々の電気端子の一端（第
１端Ｅ１）は、第１絶縁部１１１の外側１０９から突き出ている。発光素子アレイ１４０
は、ヒートシンク保持部１３０の上面に配置された多くの発光ユニット１４２を有してい
る。底部１５１がヒートシンク保持部１３０に固定されたランプカバー１５０は、発光素
子アレイ１４０を受けるように提供されている。
【００１９】
　加えて、図１、２Ａ及び２Ｂを参照すると、灯管構造１００は、更に、第１エンドキャ
ップ１１０に配置された基板接続部１６０を含んでいる。基板接続部１６０は、一対のソ
ケット（ソケット１６２ａ及び１６２ｂ）と、二対の金属バネ、例えば、ソケット１６２
ａ内の一対の金属バネ１６３ａ、を含んでいる。それぞれの一対の金属バネは、対応する
ソケット内に配置され、各々の電気端子の他の端は、対応する一対の金属バネにより挟ま
れる。例えば、一対の金属バネ１６３ａは、ソケット１６２ａ内に配置され、電気端子１
１２ａの他端は、一対の金属バネ１６３ａにより挟まれる。ある形態では、ソケット１６
２ａのスロット１６６ａ、及び、ソケット１６２ｂのスロット１６６ｂは、（１６ｍｍの
ような）距離により隔てられている。スロット１６６ａは、電気端子１１２ａの第２端Ｅ
２に対応し、スロット１６６ｂは、電気端子１１２ｂの第２端Ｅ２に対応する。電気端子
１１２ａと電気端子１１２ｂは、第１エンドキャップ１１０内で並行に延びるように配置
され、それぞれスロット１６６ａ及びスロット１６６ｂに挿入される。図２Ｂに示される
ように、電気端子１１２ａの第２端Ｅ２が金属バネ１６３ａと横方向に接するとき金属バ
ネ１６３ａによる力は、ソケット１６２ａ内のそれぞれの電気端子１１２ａの第２端Ｅ２
を固定する。
【００２０】
　更に、図１及び２Ａを参照すると、灯管構造１００は更に、基板接続部１６０上に配置
されたサージバリスタ１７０を含んでいる。サージバリスタ１７０は、電気端子１１２ａ
及び１１２ｂの間に発生するサージを防ぐために、一対のソケット１６２ａ及び１６２ｂ
の間を電気的に接続する。ある形態では、基板接続部１６０は、円形板１６４により囲ま
れている。円形板１６４は、第１エンドキャップの中に基板接続部１６０を固定するため
に、第１エンドキャップ１１０とヒートシンク保持部１３０との間に組み込まれる。図２
Ａに示されるように、基板接続部１６０は、例えば、一対のピン１６５を有するプリント
回路基板である。ピン１６５は、電気端子１１２ａ及び１１２ｂから電力を受けるための
プリント回路基板上に組み込まれ、発光素子アレイ１４０に電気的に接続される。これに
より、発光ユニット１４２は光ることができる。図２Ａのようにサージバリスタ１７０が
基板接続部１６０に配置される形態の例外として、サージバリスタ１７０は、ヒートシン
ク保持部１３０に配置され、電気端子１１２ａ及び１１２ｂの間に発生するサージを防ぐ
ためにソケット１６２ａと１６２ｂとの間に電気的に接続するとすることができる。灯管
構造１００には一つのサージバリスタ１７０のみが必要であり、これにより費用と部品の
量は削減される。
【００２１】
　図３Ａ及び３Ｂに関し、図３Ａ及び３Ｂは、それぞれ第１エンドキャップ１１０の外形
図及び断面図を示している。電気端子１１２ａ及び１１２ｂは、例えば、インサート成形
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により第１絶縁部１１１に組み込まれた金属ピンにより実装されている。電気端子１１２
ａ及び１１２ｂ並びに第１絶縁部１１１は、例えば図３Ｂに示される入れ子刻み構造１１
６のような直線的でない入れ子構造を形成して、互いに組み合わせられる。ある形態では
、各々の電気端子１１２ａ／１１２ｂは刻み部１１３を有し、第１エンドキャップ１１０
は第１成形部１１４と第２成形部１１５とを有している。刻み部１１３は、電気端子１１
２ａ／１１２ｂの他の直線的部分と比較して非直線的部分であるように形成され、電気端
子１１２ａ／１１２ｂ及び第１絶縁部１１１の間の結合強さを高めている。
【００２２】
　この形態は、以下に、より詳細に述べられる。第１成形部１１４及び第２成形部１１５
は、（不図示の）型により成形される前に、刻み部１１３は最初に（不図示の）成形用キ
ャビティに配置され、次に成形材料が、刻み部１１３の周りの成形用キャビティに挿入さ
れる。成形工程が完了すると、刻み部１１３は、成形用キャビティから取り除かれ、第１
成形部１１４及び第２成形部１１５は、例えば図３Ｂに示される入れ子刻み構造１１６の
ような、直線的でない入れ子構造を形成するように刻み部１１３と組み合わされる。しか
しながら、直線的でない入れ子構造の形状はこれに限られない。ある形態では、直線的で
ない入れ子構造は、電気端子１１２ａ及び１１２ｂが外部力により引っ張られ又は押され
た際に、電気端子１１２ａ及び１１２ｂを衝撃による破壊から守るために実装される。し
たがって、電気端子１１２ａ及び１１２ｂの信頼性は高められる。
【００２３】
　加えて、図４Ａ及び４Ｂに関し、図４Ａ及び４Ｂは、それぞれ、ある形態における灯管
の第２エンドキャップの外形図及び局所断面図を示している。第２エンドキャップ１２０
は、接地端子１２２及び第２絶縁部１２１を含んでいる。接地端子１２２は、インサート
成形により第２絶縁部１２１に組み込まれ、接地端子１２２の一端（第３端Ｅ３）は、第
２絶縁部１２１の外側１１９から突き出ている。接地端子１２２は、例えば、Ｔ字形状の
支柱であり、インサート成形により、第２絶縁部１２１に組み込まれる。接地端子１２２
及び第２絶縁部１２１は、図４Ｂに示される入れ子歯車構造１２６のような非円筒入れ子
構造を形成するように互いに組み合わされる。ある形態では、接地端子１２２は歯車部１
２４を有し、第２エンドキャップ１２０は成形部１２５を有する。歯車部１２４は、接地
端子１２２の他の円筒部と比較して非円筒構造であるように形成され、接地端子１２２と
第２絶縁部１２１との間の結合強さを高めている。
【００２４】
　成形部１２５は、（不図示の）型により成形される前に、歯車部１２４は、最初に（不
図示の）成形用キャビティに配置され、成形材料は、歯車部１２４に囲まれた成形用キャ
ビティに挿入される。成形工程の完了後、歯車部１２４は成形用キャビティから取り除か
れ、成形部１２５は、図４Ｂに示される入れ子歯車構造１２６のような非円筒入れ子構造
を形成するように歯車部１２４と組合わせられる。しかしながら、この形態の非円筒入れ
子構造の形状は、これに限られない。ある形態では、非円筒入れ子構造は、接地端子１２
２が外部力により回転される際に、接地端子１２２を破壊するトルクから接地端子１２２
を守るために適用される。これにより、接地端子１２２の信頼性は高められる。
【００２５】
　図１及び図５Ａに関し、図５Ａは、この形態における第２エンドキャップ及びその接地
端子の図を示している。灯管構造１００は、更に一対の端子接続部１８１及び１８２とワ
イヤ１８０と含んでいる。ワイヤ１８０は、端子接続部１８１と１８２との間を電気的に
接続している。端子接続部１８１は、接地端子１２２の一端（第４端Ｅ４）と結合され、
端子接続部１８２はヒートシンク保持部１３０と結合されているため、接地端子とヒート
シンク保持部との間で接地のための接続が達成されている。
【００２６】
　図１、５Ｂ及び５Ｃに関し、図５Ｂ及び５Ｃは、それぞれ、ある形態において、ヒート
シンク保持部に組立てられた後の第２エンドキャップ及びその接地端子の図及び断面図で
ある。ある形態では、灯管構造１００は、更に、第１ネジ１９０及び第２ネジ１９２を含
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んでいる。第１ネジ１９０は、端子接続部１８１を貫通し、接地端子１２２の円筒穴１２
３の中にねじ込まれている。接地端子１２２の円筒穴１２３は、接地端子１２２の第４端
Ｅ４に配置され、端子接続部１８１と揃えられている。加えて、第２ネジ１９２は、端子
接続部１８２を貫通し、ヒートシンク保持部１３０の穴１３１の中にねじ込まれている。
ヒートシンク保持部１３０の穴１３１は、上面に配置され、端子接続部１８２に揃えられ
ている。第１ネジ１９０及び第２ネジ１９２は、はんだを用いることなく、端子接続部１
８１及び１８２に固定されて取り付けられるため、ヒートシンク保持部１３０と接地端子
１２２との間のはんだによる誤接続による危険性は避けられる。
【００２７】
　図１及び５Ｃを参照すると、円形板１８４は、ヒートシンク保持部１３０上に第２エン
ドキャップ１２０を固定するために、第２エンドキャップ１２０とヒートシンク保持部１
３０との間に取り付けられる。第２ネジ１９２が、ヒートシンク保持部１３０の中に、垂
直方向にねじ込まれるとき、円形板１８４も第２ネジによりヒートシンク保持部１３０に
固定される。その後、円形板１８４の一方の端にある端子接続部１８１は、接地端子１２
２の第４端Ｅ４に配置され、水平方向に沿って第１ネジ１９０により接地端子１２２にね
じ込まれる。したがって、作業者は、端子接続部１８１及び１８２がそれぞれヒートシン
ク保持部１３０及び接地端子１２２に組立てられた後でも、第２エンドキャップ１２０の
取付け又は取り外しを容易にすることができる。
【００２８】
　上に開示の形態において開示された灯管構造とその組立体によれば、灯管の第１エンド
キャップは、結合強度を高めるためにインサート成形により一対の電気端子を提供し、灯
管の第２エンドキャップは、結合強度を高めるためにインサート成形により接地端子を提
供する。結果として、電気端子又は接地端子で起こる衝撃の影響は低減され、電気端子又
は接地端子の損傷を防ぐ。従って、灯管構造の電気端子及び接地端子の信頼度は向上する
。
【００２９】
　以上、例による方法及び例示的形態の観点で説明したが、開示の発明はこれに限られな
いことは理解されるであろう。反対に、発明は、様々な修正、並びに同様の構成及び手順
に及ぶように意図されており、添付の請求項の範囲は、そのようなすべての修正、並びに
同様の構成及び手順を含むように最大限の解釈が認められるべきである。
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